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開会式・
　表彰式

「有徳の人」づくり
〜未来のために行動する「一人」を育てよう〜

編集中記

　県内各地は冬化粧の時期を迎えました。４ヶ月前、大会第１日（8/24・木）の全体会会場がある袋井市は、
強い日差しに覆われ 36℃の猛暑日を記録しました。大会第２日（8/25・金）も 35℃の猛暑日となり、参加者の
体力と気力が削がれていきました。大会１週間前まで自然災害による万が一の大会中止の連絡網づくりに追われ
ていたことが嘘のように晴れ渡り、県内スタッフ延べ 1,465 人も経験のない猛暑に立ち向かいながら、9,388 名
の参加者を『笑顔と心からのおもてなし』でお迎えし、身を粉にして持ち場、立場の運営に当たりました。
　思い起こせば、平成 25 年９月 21 日（土）の全国高Ｐ連第５回理事会（京都）にて岩手県以降の開催地提案
があり、平成 29 年度静岡県が開催地に決定しました。平成 26 年６月 28 日（土）の全国高Ｐ連定時総会（東京）
では、３年後の第 67 回全国大会の静岡県主管依頼が報告され、正式に決定されました。
　本県では、平成 26 年６月５日（木）の県高Ｐ連総会にて杉浦会長から平成 29 年８月に全国大会が静岡県で
開催されるとの報告がありました。平成 27 年１月 30 日（金）の県高Ｐ連第３回会長・副会長会で大会日程、会
場、準備スケジュール、大会テーマ・趣旨等が検討され、２月 10 日（火）に静岡大会準備会が設立されました。
平成 27 年５月 28 日（木）には静岡大会準備委員会が設立され、平成 28 年６月２日（木）には静岡大会実行委
員会の設立総会が開催され、以来３年７ヶ月の長きにわたり会合を積み重ね準備を進めて参りました。
　全国大会ガイドライン（全国高Ｐ連作成）に基づき、過去の成果を踏まえつつ大会日程を決め、会場等を絞っ
ていきました。ガイドラインの「開会式、基調講演、記念講演、閉会式は原則として同一会場で行う。」の記載か
ら１万人の収容施設を探し当て、「テーマはおおむね７つを基本として立案する。」の記載から交通アクセスを重
視し周辺宿泊施設の確保を主眼に検討を重ねていきました。県内の魅力を可能な限り参加者にご提供するため
には広範囲になり過ぎることから、無理のない大会時程を組むため西部・中部地域の４施設７会場に絞り込みま
した。ところが、ＪＲ東海道本線沿いに会場を決めたものの電車の輸送能力の限界から、東京方面からの参加
者は JR 静岡駅、名古屋方面からの参加者は JR 浜松駅、会場最寄りのＪＲ掛川駅からそれぞれ全体会会場まで
シャトルバスの運行を決めました。加えて、ＪＲ臨時便の運行も実現できました。
　実行委員会設立総会以降は、各地区ＰＴＡスタッフの班活動を主体に準備を進め、福井・岩手・千葉大会の
事務局からのご指導を仰ぎながら大会当日を迎えることができました。
　大会終了直後、参加された多くの皆さまからお褒めの言葉を頂戴し、達成感を得るとともに苦労が報われまし
た。
　ようやく、ここに「会報（静岡大会報告書）」が完成しお届けする運びとなりました。平成 30 年６月の全国高
Ｐ連総会にて決算報告のご承認をいただければ静岡大会の幕も閉じることができます。
　大会役員、ＰＴＡ・業者スタッフ、参加者に支えられて大会が成立できたことに心から感謝しています。第 68
回佐賀大会、第 69 回京都大会にこの流れを引継ぎ、全国大会が盛大に開催されるますことを心から祈念申し上
げます。
　なお、静岡県高Ｐ連ホームページから本冊子（会報）のＰＤＦ版を観ることもできます。ぜひご覧いただき、ご
意見をお寄せください。静岡大会に係わった皆さま、大変お疲れさまでした。

平成 29 年師走
静岡大会実行委員会

58

編
集
中
記

大
会
概
要



開会式・表彰式

1 開式のことば
司会　皆さま、おはようございます。
　本日はお忙しい中、そしてお暑い中を多くの皆さ
ま方にお集りいただきまして誠にありがとうござい
ます。
　それでは、ただ今から第 67 回全国高等学校
PTA 連合会大会静岡大会の開会式を行います。
　私は、司会進行を務めてまいります牧野光子と申
します。どうぞよろしくお願いいたします。ありがと
うございます。
　手話通訳は、静岡県聴覚障害者情報センターの
皆さまです。どうぞよろしくお願いいたします。
　まだまだ暑い日が続いておりますけれども、気が
つけば８月も末でございます。あと１週間ほどで新
学期も始まります。夏休みの思い出として有意義な
時間をお過ごしいただければと思います。
　それでは、開式に際しまして、静岡大会副実行委
員長の関　隆之から開式のことばを申し上げます。

関　隆之　皆さん、おはようございます。
　遠路静岡までお越しくださりありがとうございま
す。皆さまを心から歓迎いたします。
　それでは、ただいまから第 67 回全国高等学校
PTA 連合会大会静岡大会の開会式を開式いたしま
す。どうぞよろしくお願いします。

2 国歌斉唱
司会　それでは、国家を斉唱いたします。
　皆さま、御起立をお願いいたします。前奏に引き
続き御唱和ください。

（国家斉唱）
　御着席ください。

3 開会の挨拶
司会　ここで、静岡大会実行委員長であります杉
浦政紀から御挨拶申し上げます。

杉浦政紀　皆さん、静岡へようこそいらっしゃいま

4 大会会長式辞
司会　続きまして、本大会の主催者であります一般
社団法人全国高等学校 PTA 連合会会長　牧田和
樹から式辞を申し上げます。

牧田和樹【前述・P38,39 掲載】

つながるのではないかという思いで、この言葉を本
大会の大会テーマとさせていただきました。
　静岡大会におきましては、本日の基調講演、静
岡大学名誉教授　小和田哲男先生によります歴史
の中の教育。小和田先生は、現在行われています
大河ドラマ「おんな城主　直虎」の時代考証等を
担当された先生です。歴史の中の教育論といったも
のをお聞きいただけるかと思います。
　そして、明日の記念講演では俳優の筧利夫さん。
この方は浜松出身です。楽しい楽しいトークショーを
していただけるものと大変期待しているところです。
　また、本日午後には７会場に分かれていただきま
して分科会があります。本大会における研究協議で
はネットトラブルの予防と対策、そして学校教育、
進路指導、生徒指導、家庭教育、減災・防災教育、
グローバル教育とコミュニケーション能力の７つの
テーマで皆さんに研修をしていただきたいと思って
おります。この研修の結果は、ぜひ各地区、各県、
そして各学校にお持ち帰りいただき、今後の PTA
活動の支えとなっていただければと願っている次第
です。
　最後に、この静岡大会が皆さまの PTA 活動の
一助となりまして、後から振り返ったときに非常に
有意義な大会であったという１日半になりますように
祈念いたしまして、歓迎の御挨拶とさせていただき
ます。２日間よろしくお願いいたします。

した。
　もう既に富士の山をご覧になったでしょうか。薄
雲の中ではございますが、朝早くには富士山が顔を
出しておりました。ぜひ一度富士の山をご覧になっ
ていただきたいと思います。
　全国でも日照時間の長いこの静岡県、データどお
りのすばらしい天候に恵まれました。ちょっと暑い
かもしれませんけれども、この大会、頑張って進め、
すばらしい大会にしていきたいと思います。
　この静岡県小笠山総合運動公園は、2019 年、
再来年のラグビーワールドカップの会場にも指定さ
れております。この自然に囲まれた会場でおいしい
空気をいっぱい吸って、この静岡大会を楽しんでい
ただきたいと思います。
　本日は、林文部科学大臣、そして川勝静岡県知
事を初め多くの方々に御臨席いただき、誠にありが
とうございます。第 67 回全国高等学校 PTA 連合
会大会静岡大会をこのように大勢の皆さまの御参加
においてこの地で開催できること、まだ開会式の初
めですが、私は胸がいっぱいです。大勢の皆さん、
御参加いただきありがとうございます。
　３年前、静岡県が全国大会をこの地で開くことを
全国の役員から申し受けました。本日御来場いただ
きました約 9,000 名の方々をオール静岡のメンバー
でお迎えし、気持ちよく研修していただき、そして
楽しく交流していただくような場を設営したいという
気持ちでこの大会に臨んでおります。慣れないメン
バーですので不手際等あるかもしれませんが、我々
の笑顔に免じてお許しいただければと思っており 
ます。
　本大会のテーマ「『有徳の人』づくり～未来のた
めに行動する『一人』を育てよう～」の「有徳の人」
づくりは、静岡県の教育基本方針の言葉です。有
徳とは、個人の自立、人との関わり合いを大切にす
る、そしてよりよい社会づくりに貢献し行動すると
いった意味を持つ言葉です。これからの社会に求
められる人間像として新たな社会構造に合致した人
間をつくる、子どもたちを育成する、そういったこ
とを見事にあらわした言葉ではないかと思い、そし
て、言いかえればそれがこれからの教育の基本に

　ここで、御臨席の皆さまより御祝辞を頂戴いたし
ます。初めに、文部科学大臣　林　芳正様からい
ただきます。林様、どうぞよろしくお願いいたします。

林芳正【前述・P40,41 掲載】

司会　文部科学大臣　林　芳正様、ありがとうご
ざいました。
　続きまして、静岡県知事　川勝平太様、よろしく
お願いいたします。

川勝平太【前述・P42 掲載】

司会　静岡県知事　川勝平太様、ありがとうござ
いました。

6 来賓紹介
司会　本来ですと、御臨席いただきました御来賓の
皆さま全てから御祝辞を頂戴したいところではござ
いますが、お時間の都合もございますので、お名前
のみの御紹介とさせていただきます。静岡大会副実
行委員長の鈴木敏彦から御来賓の皆さま方を御紹
介いたします。

鈴木敏彦　皆さん、こんにちは。
　本日御臨席を賜りました来賓の皆さまを御紹介い
たします。初めに、文部科学大臣　林　芳正様、
静岡県知事　川勝平太様、袋井市副市長　鈴木　
茂様、文部科学省生涯学習政策局長　常盤　豊
様、文部科学省生涯学習政策局社会教育課長　
八木和広様、静岡県教育委員会教育長　木苗直
秀様、袋井市教育委員会教育長　鈴木典夫様、静
岡市教育委員会教育長　池谷眞樹様、浜松市教育
委員会教育長　花井和徳様、静岡県教育委員会社
会教育課長　山本知成様、全国高等学校長協会
常務理事　志村剛和様、日本 PTA 全国協議会特
任業務執行理事　寺本　充様。
　以上の皆さまです。本日は御多用の中御臨席を
賜りありがとうございました。

5 来賓祝辞
司会　本日は、第 67 回全国高等学校 PTA 連合
会大会静岡大会の開会に当たりまして、御多用の中、
多くの御来賓の皆さまに御臨席いただいております。
本当にありがとうございます。
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7 表彰式
司会　これよりPTA 活動に多大な功績を収められ
ました団体に対する優良 PTA 文部科学大臣表彰
及び全国高等学校 PTA 連合会の活動・発展に多
大な功績を収められました個人・団体・役員などに
対する一般社団法人全国高等学校 PTA 連合会会
長表彰を行います。
　受賞された皆さまはスクリーンで御紹介いたしま
す。また、お手元の大会要項 94 ページにも掲載し
てありますので、どうぞ御参照ください。
　初めに、優良 PTA文部科学大臣表彰を行います。
　それでは、受賞されました 31 団体を代表して、
静岡県立焼津水産高等学校 PTA 様に授与いたし
ます。
　静岡県立焼津水産高等学校 PTAの代表の方は、
どうぞステージにお越しください。受賞される団体
の皆さまは、その場でお立ちください。
　表彰状は、文部科学大臣　林　芳正様より授与
いたします。林様、ステージ前へお越しくださいませ。

林　芳正　表彰状。静岡県立焼津水産高等学校
PTA 殿。
　貴団体は、会員の熱意と協力により優れた PTA
活動を行い、顕著な業績を上げられました。ここに
奨励のため、これを表彰します。
　平成 29 年８月24日　文部科学大臣　林　芳正。
おめでとうございました。

司会　おめでとうございます。
　受賞された団体の皆さま、どうぞ客席のほうへ
お向きください。本当におめでとうございます。ど
うぞ盛大な拍手をお願いいたします。
　会場内の受賞団体の皆さまは御着席ください。
　続きまして、全国高等学校 PTA 連合会の活動・
発展に多大な功績を収められました個人・団体・役
員などに対する一般社団法人全国高等学校 PTA

連合会会長表彰を行います。
　まず初めに、個人の部から行います。皆さま、ス
クリーンに御注目ください。
　表彰状は、一般社団法人全国高等学校 PTA 連
合会会長　牧田和樹より授与いたします。
　まず、個人の部の受賞者 79 名の皆さまを代表し
て、静岡県立浜松北高等学校 PTA　山﨑好和様
に表彰状を授与いたします。山﨑様、どうぞステー
ジにお越しくださいませ。そして、受賞されました
皆さまはその場で御起立ください。

牧田和樹　表彰状。静岡県立浜松北高等学校　
山﨑好和様。
　あなたは、その優れた活動を通して、生徒の健
全育成と地域の高等学校教育の振興に多大な貢献
をされました。 ここに、 第 67 回全 国高等 学 校
PTA 連合会大会静岡大会の開催に当たり、その功
績をたたえ、表彰いたします。
　平成 29 年８月 24 日　一般社団法人全国高等学
校 PTA 連合会会長　牧田和樹。おめでとうござい
ます。

司会　おめでとうございます。
　受賞されました皆さま、どうぞ客席のほうへお向
きください。おめでとうございます。盛大な拍手を
お送りください。
　それでは、会場内の受賞者の皆さまは御着席く
ださい。
　続きまして、一般社団法人全国高等学校 PTA
連合会会長表彰の団体の部の表彰です。皆さま、
スクリーンに御注目ください。
　団体の部の受賞 87 団体の代表といたしまして、
静岡県立韮山高等学校 PTA 様に表彰状を授与い
たします。代表の方、どうぞステージにお越しくだ
さい。受賞されました団体の皆さまはその場で御起
立ください。

牧田和樹　表彰状。静岡県立韮山高等学校 PTA様。
　貴団体は、その優れた活動を通して、生徒の健
全育成と地域の高等学校教育の振興に多大な貢献

をされました。 ここに、 第 67 回全 国高等 学 校
PTA 連合会大会静岡大会の開催に当たり、その功
績をたたえ、表彰いたします。
　平成 29 年８月 24 日　一般社団法人全国高等学
校 PTA 連合会会長　牧田和樹。おめでとうござい
ました。

司会　おめでとうございます。
　会長表彰団体の部を受賞された皆さま、どうぞ
客席のほうへお向きください。おめでとうございま
す。盛大な拍手をお送りください。
　受賞されました皆さま、どうぞ御着席ください。
　続きまして、一般社団法人全国高等学校 PTA
連合会会長表彰、役員・事務職員の部の表彰に移
ります。皆さま、スクリーンに御注目ください。
　受賞された皆さま 43 名を代表いたしまして、一
般社団法人全国高等学校 PTA 連合会前会長　佐
野元彦様に表彰状を授与いたします。佐野様、前
のほうにお願いいたします。受賞された皆さまはそ
の場で御起立ください。

牧田和樹　表彰状。佐野元彦様。
　あなたは、全国高等学校 PTA 連合会会長とし
て本連合会の発展に努め、高等学校教育の振興に
多大な貢献をされました。ここに、第 67 回全国高
等学校 PTA 連合会大会静岡大会の開催に当たり、
その功績をたたえ、表彰いたします。
　平成 29 年８月 24 日　一般社団法人全国高等学
校 PTA 連合会会長　牧田和樹。どうもお疲れさ
までございました。

司会　おめでとうございます。
　受賞された皆さま、どうぞ客席のほうへとお向き
ください。おめでとうございます。盛大な拍手をお
願いいたします。
　それでは、会場内の受賞者の皆さまは御着席く
ださい。そして、牧田会長ありがとうございました。
　本日ここに受賞されました個人・団体を代表して、
佐野元彦様が謝辞を述べられます。

佐野元彦　このたび、このような表彰を受けること
ができて大変光栄に存じます。そしてこれは、月並
みになりますけれども、私個人、私たち個人個人で
はなく、一緒に PTA 活動をしてくれた仲間とともに
この表彰を受けたものということで、その思いも込
めて謹んでお受けしたところであります。
　私ども高校の PTA 活動は、ここ 3~4 年で大きく
その内容を変えてまいりました。子どもたちを守る
という要素はもちろん大事でありますけれども、徐々
に、それにも増して子どもたちを自立させるために
どのようなお手伝いが私たち学校教育、あるいは
PTA 活動にできるのかということに変わってまいり
ました。
　私は、自立というのはどういう状態を指すのだろ
うということを考えるわけですけれども、私が考え
るに、目の前のことあるいは周りのことに対して思
考停止にならずにきちんとよく考える、そしてまた当
事者意識を持ってその考えに基づいて自ら行動して
いくことが自立ということなんだろうと思います。
　私ども PTAも、学校の先生方と一緒になって子
どもたちの自立に向けた学びの場あるいは多くの経
験の場を提供していこうということで活動してまいり
ました。これはこの後も続くものだと思っております。
　しかしながら、物事を考えるあるいは行動すると
きにもとになる考え方というのは何だろうと考えたと
きに、実は、私たちの活動の中にそのヒントがある
のではないかなと考えます。
　自分の子どもは大事。しかしながら、クラスに行
くとクラスの仲間の子どもたちのことも考える。学
年、そして学校になってくると、学校全体あるいは
地域のことを考える、県の連合会、県全体のことを
考える。全国の連合会、日本全体のことを考えると
いうふうに視野と考え方が広がっていく。そうなっ
てきますと、利己よりも利他の気持ちで物事を考え
るようになってくる。これは、PTA 活動を通じて私
たち自身が学んできたことであります。これを私た
ちが子どもたちにきちんとその姿をもって伝えていく
ことが大事なんだろうと思います。
　徳ありて人たつ、人ありて国富む。そういう意味
で、先ほどからお話があった社会総がかり、地域

司会　お忙しい中の御臨席、まことにありがとうご
ざいました。
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8 閉式のことば
司会　おかげさまで、第67回全国高等学校PTA連
合会大会静岡大会開会式も滞りなく進んでまいりま
した。
　最後に、静岡大会副実行委員長　青山　健から
閉式のことばを申し上げます。

青山　健　本日は、全国各地からお越しくださいま
してまことにありがとうございました。
　以上をもちまして、第67回全国高等学校PTA連
合会大会静岡大会の開会式を閉式いたします。

司会　皆さま方、長時間にわたり御協力をいただき
ましてまことにありがとうございました。ステージに
御登壇いただいている皆さま方、どうぞ御降壇くだ
さいませ。

　あなたは、第 66 回全国高等学校 PTA 連合会
大会において大会の企画運営を主導され、多大な
成果を収められました。その功績に対し、深甚なる
感謝の意を表します。
　平成 29 年８月 24 日　一般社団法人全国高等学
校 PTA 連合会会長　牧田和樹。本当にお疲れさ
までした。すてきな大会でした。

司会　ありがとうございました。
　千葉県高等学校 PTA 連合会様、大木様、本当
にありがとうございました。いま一度盛大な拍手を
お願いいたします。
　昨年は、千葉大会では本当にお世話になりました。
　それでは、お席にお戻りください。牧田会長、あ
りがとうございました。

総ぐるみ、その人材育成に私たちは PTAで培った
経験を生かして、卒業したから終わりではなく、一
生地域のあるいは社会の人づくりに携わっていくこ
と、幾らかでも力になることをこの場でお約束申し
上げ、御礼の言葉にかえたいと思います。
　本当に長い間ありがとうございました。

司会　佐野元彦様、ありがとうございました。
　いま一度受賞された皆さまに大きな拍手をお願い
いたします。
　それでは、代表者の皆さま、お席にお戻りくださ
い。
　続きまして、特別感謝状が贈呈されます。今回、
特別感謝状をお贈りするのは、千葉県高等学校
PTA 連合会と第 66 回全国大会千葉大会実行委員
会委員長の大木幸夫様です。
　千葉県高 P 連を代表し、そして第 66 回全国大
会千葉大会実行委員会委員長の大木幸夫様、どう
ぞステージにお越しください。
　プレゼンターは、引き続き牧田会長にお願いいた
します。
　まず、千葉県高等学校 PTA 連合会様へ感謝状
の授与です。

牧田和樹　特別感謝状。千葉県高等学校 PTA 連
合会様。
　貴会は、第 66 回全国高等学校 PTA 連合会大
会に組織の総力を挙げて取り組まれ、多大な成果
を収められました。その功績に対し、深甚なる感謝
の意を表します。
　平成 29 年８月 24 日　一般社団法人全国高等学
校 PTA 連合会会長　牧田和樹。ありがとうござい
ました。

司会　ありがとうございます。
　続きまして、第 66 回全国大会千葉大会実行委員
会委員長の大木幸夫様に感謝状の授与です。

牧田和樹　特別感謝状。第 66 回全国高等学校
PTA 連合会大会千葉大会実行委員長　大木幸夫様。

第67回  全国高等学校PTA連合会大会  静岡大会

基調講演・
記念講演

「有徳の人」づくり
〜未来のために行動する「一人」を育てよう〜
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